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（千トン） 図１ 牛肉生産量の推移

生産量

対前年増減率（右軸）

対過去５カ年増減率（右軸）

資料：農林水産省「食肉流通統計」
注：部分肉ベース。

（年.月）

　 需給動向

国内の畜産物の需給動向

牛　肉
３年１０月の牛肉生産量、前年同月比２.９％減

１　令和３年１０月の牛肉生産量は、２万 
８５８１トン（前年同月比２. ９％ 減）と
前年同月をわずかに下回った（図１）。品
種別では、和牛は１万３４３１トン（同
５. ３％ 減）、乳用種は７４９０トン（同
３. ５％ 減）と、ともに前年同月をやや下

回った。一方で、交雑種は７１９９トン（同
２. ８％ 増）と前年同月をわずかに上回っ
た。

　　なお、過去５カ年の１０月の平均生産量
との比較では、０. ７％ 増とわずかに上回
る結果となった。

２　１０月の輸入量は、冷蔵品は、米国産な
どの輸入量が増加したものの、豪州産の輸
入量が現地価格の高騰などにより減少した
ことから、２万４８８トン（同４. １％ 減）
と前年同月をやや下回った（図２）。冷凍
品は、米国産の輸入量が現地価格の高騰な
どにより減少したものの、他国産の輸入量
が増加したことから、３万４６５９トン（同

１７. ２％ 増）と前年同月を大幅に上回っ
た（ 図 ３）。 こ の 結 果、 全 体 で は ５ 万 
５２０３トン（同８. ３％ 増）と前年同月
をかなりの程度上回った。

　　なお、過去５カ年の１０月の平均輸入量
との比較では、冷蔵品は７. １％ 減とかな
りの程度下回った一方、冷凍品は３１.５％ 
増と大幅に上回る結果となった。

図１　牛肉生産量の推移

資料：農林水産省「食肉流通統計」
　注：部分肉ベース。
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（％）（千トン） 図３ 冷凍牛肉輸入量の推移

冷凍品輸入量

対前年増減率（右軸）

対過去５カ年増減率（右軸）

資料：財務省「貿易統計」

注：部分肉ベース。
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（％）（千トン） 図２ 冷蔵牛肉輸入量の推移

冷蔵品輸入量

対前年増減率（右軸）

対過去５カ年増減率（右軸）

資料：財務省「貿易統計」

注：部分肉ベース。

（年.月）

３　１０月の牛肉の家計消費量（全国１人当
たり）は１７２グラム（同１２. ４％減）
と前年同月をかなり大きく下回った（総務
省「家計調査」）。

　　なお、過去５カ年の１０月の平均消費量
との比較では、４. ７％減とやや下回る結
果となった。

　　また、外食産業全体の売上高（同０. ５％
減）は、全国的に緊急事態宣言およびまん
延防止等重点措置が解除されるとともに、
首都圏や大阪府で営業時間の短縮要請も解

除されたが、酒類提供が再開されても居酒
屋などでは依然として厳しい状況が続いた
ことから、前年同月をわずかに下回った（一
般社団法人日本フードサービス協会「外食
産業市場動向調査」）。このうち、食肉の取
り扱いが多いとされる業態では、ハンバー
ガー店を含むファーストフード洋風は、テ
イクアウト、デリバリー需要が引き続き好
調だったことから、同１１. ８％増と前年
同月をかなり大きく上回った。一方、牛丼
店を含むファーストフード和風は、営業時

資料：財務省「貿易統計」
　注：部分肉ベース。

図２　冷蔵牛肉輸入量の推移

資料：財務省「貿易統計」
　注：部分肉ベース。

図３　冷凍牛肉輸入量の推移
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畜 産 の 情 報 　 2022.1 9

間の短縮および店舗数の減少などにより、
同１. ９％減と前年同月をわずかに下回っ
た。また、焼き肉は、営業時間の短縮など
により、同３. ３％減と前年同月をやや下
回った。
４　１０月の推定期末在庫は、１４万�
７５６７トン（同１０. ９％増）と前年同
月をかなりの程度上回った（図４）。この
うち、輸入品は１３万２９５９トン（同

８. ７％増）と前年同月をかなりの程度上
回った。

　　推定出回り量は、７万８３４１トン（同
５. ２％減）と前年同月をやや下回った（図
５）。このうち、国産品は２万７６１７ト
ン（同４. ０％減）、輸入品は５万７２３
トン（同５. ９％減）と、ともに前年同月
をやや下回った。

� （畜産振興部　今岡　峻人）

図４　牛肉期末在庫の推移

資料：農畜産業振興機構調べ
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（千トン）

図４ 牛肉期末在庫の推移
輸入品期末在庫

国産品期末在庫

対前年増減率（右軸）

対過去５カ年増減率（右軸）

資料：農畜産業振興機構調べ

（年.月）

図５　牛肉出回り量の推移

資料：農畜産業振興機構調べ
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（千トン） 図５ 牛肉出回り量の推移

輸入品出回り量

国産品出回り量

対前年増減率（右軸）

対過去５カ年増減率（右軸）

資料：農畜産業振興機構調べ

（年.月）
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10 畜産の情報　 2022.1

豚　肉
３年１０月の豚肉生産量、前年同月比４.０％減

１　令和３年１０月の豚肉生産量は、７万 
６９７２トン（前年同月比４. ０％ 減）と
前年同月をやや下回った（図１）。

　　なお、過去５カ年の１０月の平均生産量
との比較では、２. １％ 減とわずかに下回
る結果となった。

２　１０月の輸入量は、冷蔵品は、北米にお
ける現地価格の高止まりの影響などから、
３万３５２９トン（同４. ４％ 減）と前年
同月をやや下回った（図２）。冷凍品は、
国内在庫が高い水準であったことなどによ
り前年の輸入量が少なかったことに加え、
中国の買い付けが弱まったことにより相場
が下がった欧州産の輸入量が増えているこ
となどから、４万４３４８トン（同１８. ７％

増）と前年同月を大幅に上回った（図３）。
この結果、全体では７万７８７６トン（同
７. ５％ 増）と前年同月をかなりの程度上
回った。

　　なお、過去５カ年の１０月の平均輸入量
との比較では、冷蔵品は０. ９％ 減とわず
かに下回った一方、冷凍品は１. １％ 増と
わずかに上回る結果となった。

資料：農林水産省「食肉流通統計」
　注：部分肉ベース。
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（％）（千トン）
図１ 豚肉生産量の推移
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対前年増減率（右軸）

対過去5カ年増減率（右軸）

（年.月）

資料：農林水産省「食肉流通統計」

注：部分肉ベース。

図１　豚肉生産量の推移
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畜 産 の 情 報 　 2022.1 11

３　１０月の豚肉の家計消費量（全国１人当
たり）は、６６７グラム（同２. ４％ 増）
と前年同月をわずかに上回った（総務省「家
計調査」）。

　　なお、過去５カ年の１０月の平均消費量
との比較では、７. ７％ 増とかなりの程度
上回る結果となった。

４　 １ ０ 月 の 推 定 期 末 在 庫 は、 １ ８ 万 
２８０７トン（同１０. ５％ 減）と前年同
月をかなりの程度下回った。このうち、輸

入品は、１６万１４４８トン（同１２. ７％
減）と前年同月をかなり大きく下回った（図
４）。

　　推定出回り量は１５万９２３６トン（同
１. ３％ 減）と前年同月をわずかに下回っ
た（ 図 ５）。 こ の う ち、 国 産 品 は ７ 万 
７３１７トン（同３. ８％ 減）と前年同月
を や や 下 回 っ た 一 方、 輸 入 品 は ８ 万 
１９１９トン（同１. ２％ 増）と前年同月
をわずかに上回った。

図2　冷蔵豚肉輸入量の推移

資料：財務省「貿易統計」
　注：部分肉ベース。
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（％）（千トン） 図２ 冷蔵豚肉輸入量の推移
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対前年増減率（右軸）
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資料：財務省「貿易統計」
注：部分肉ベース。

（年.月）

図3　冷凍豚肉輸入量の推移

資料：財務省「貿易統計」
　注：部分肉ベース。
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資料：財務省「貿易統計」
注：部分肉ベース。
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図４ 豚肉期末在庫の推移
輸入品期末在庫

国産品期末在庫

対前年増減率（右軸）

対過去5カ年増減率（右軸）
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資料：農畜産業振興機構調べ
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図５ 豚肉出回り量の推移
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資料：農畜産業振興機構調べ

� （畜産振興部　田中　美宇）

鶏　肉
３年１０月の鶏肉生産量、前年同月比０.１％減

１　令和３年１０月の鶏肉生産量は、１４万�
６８１８トン（前年同月比０. １％減）と
前年同月並みとなった（図１）。

　　なお、過去５カ年の１０月の平均生産量
との比較では、好調な需要を背景に、
４. ９％増とやや上回る結果となった。

図4　豚肉期末在庫の推移

資料：農畜産業振興機構調べ

図5　豚肉出回り量の推移

資料：農畜産業振興機構調べ
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２　１０月の輸入量は、タイにおける新型コ
ロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ－１９）
の影響によりタイ産の輸入量が減少した一
方、ブラジル産および米国産の輸入量が増
加したことから、５万１２１２トン（同

６. ９％増）と前年同月をかなりの程度上
回った（図２）。

　　なお、過去５カ年の１０月の平均輸入量
との比較では、２. ２％減とわずかに下回
る結果となった。

図１　鶏肉生産量の推移

資料：農畜産業振興機構調べ
注１：骨付き肉ベース。
注２：成鶏肉を含む。
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（％）（千トン） 図１ 鶏肉生産量の推移
生産量

対前年増減率（右軸）

対過去５カ年増減率（右軸）

（年.月）

資料：農畜産業振興機構調べ

注１：骨付き肉ベース。

注２：成鶏肉を含む。

図２　鶏肉輸入量の推移

資料：財務省「貿易統計」
　注：鶏肉以外の家きん肉を含まない。

▲ 20

0

＋20

＋40

(60)

(50)

(40)

(30)

(20)

(10)

0

10

20

30

40

50

60

令和2.10 11 12 3.1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
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資料：財務省「貿易統計」
注：鶏肉以外の家きん肉を含まない。

３　１０月の鶏肉の家計消費量（全国１人当
たり）は、５３２グラム（同１. ７％増）
と前年同月をわずかに上回った（総務省「家
計調査」）。

　　なお、過去５カ年の１０月の平均消費量
との比較では、７. １％増とかなりの程度
上回る結果となった。
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14 畜産の情報　 2022.1

図３　鶏肉期末在庫の推移

資料：農畜産業振興機構調べ
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（％）（千トン）
図３ 鶏肉期末在庫の推移
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対過去５カ年増減率（右軸）
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資料：農畜産業振興機構調べ

図４　鶏肉出回り量の推移

資料：農畜産業振興機構調べ
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図４ 鶏肉出回り量の推移輸入品出回り量

国産品出回り量

対前年増減率（右軸）

対過去５カ年増減率（右軸）

（年.月）

資料：農畜産業振興機構調べ

４　１０月の推定期末在庫は、１４万�
２８７７トン（同１１. ２％減）と前年同
月をかなり大きく下回った（図３）。この
うち、輸入品は１０万８２０８トン（同
１９.３％減）と前年同月を大幅に下回った。

　　推定出回り量は、１９万６５１０トン（同
１. ８％減）と前年同月をわずかに下回っ
た（図４）。このうち、国産品は１４万�
５９２２トン（同１. ３％減）とわずかに、
輸入品は５万５８８トン（同３. １％減）
とやや、いずれも前年同月を下回った。

� （畜産振興部　前田　絵梨）
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図１ 生乳生産量の推移

５カ年平均 令和２年 ３年

（千トン）

（月）
資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」

≈
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牛乳・乳製品
年末年始の処理不可能乳の発生回避に向けて酪農・乳業が連携して対応

令和３年１０月の生乳生産量、前年
同月比３. ０％増

　令和３年１０月の全国の生乳生産量は、
６３万６５１トン（前年同月比３. ０％増）
と、前年を上回って推移している（図１）。
地域別に見ると、北海道が３５万８６４８ト

ン（同３. ９％増）と前年同月をやや上回っ
た（農林水産省「牛乳乳製品統計」）。都府県
についても２７万２００３トン（同１. ８％
増）と増加傾向が継続している。東北地域が
減少傾向で推移しているものの、関東、東山、
東海、九州地域を中心に都府県全体での生産
量が増加している。

国産チーズの生産支援について

　近年、食の洋風化や健康機能の評価により、
チーズの消費量が増加傾向で推移している一
方で、チーズの国産割合は減少傾向にある（図
２、３）。プロセスチーズ原料用では平成

２９年度から２０％を、総消費量では同年
度から１５％を、それぞれ下回って推移し
ており、日ＥＵ経済連携協定発効直後の令和
元年度の国産割合はプロセスチーズ原料用、
総消費量のいずれにおいても過去最低となっ
た。

図１　生乳生産量の推移

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」
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図２ チーズの総消費量の推移
（トン）

（年度）

資料：農林水産省「チーズの需給表」

注：令和２年度は速報値。
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≈

図２　チーズの総消費量の推移

資料：農林水産省「チーズの需給表」
　注：令和２年度は速報値。

　国産チーズのブランド化、生産・消費拡大
に向けてさまざまな取り組みが行われてい
る。その一つに国産ナチュラルチーズのコン
テストの開催が挙げられる。オールジャパン
ナチュラルチーズコンテストは国産ナチュラ
ルチーズの製造技術向上と消費拡大を目的
に、一般社団法人中央酪農会議により平成９
年度から隔年で開催されており、国内のチー
ズ生産者から出品された国産ナチュラルチー
ズを審査し、選出・表彰する。また、チーズ
プロフェッショナル協会が主催するジャパン
チーズアワードは２６年から隔年で開催され
ており、料理家やジャーナリスト、販売・流

通の従事者、チーズの生産者などに加え、海
外からも審査員を招きさまざまな角度から審
査を行っている。
　当機構でも支援事業を行っており、国産
チーズ生産奨励事業はチーズ向け生乳の品質
向上を図る生産者を対象とし、乳質向上など
に資する取り組みを実施した上で、要件とな
る乳質基準を満たした生乳に対して奨励金を
交付している。
　このような取り組みの結果、プロセスチー
ズ原料用を除いた国産ナチュラルチーズの生
産量やチーズの輸出量は増加傾向で推移して
いる（図４）。

図３　チーズの国産割合

0

5

10

15

20

25

30

35

平成21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 令和元 2

図３ チーズの国産割合

プロセスチーズ原料用

チーズの総消費量

（％）

（年度）

資料：農林水産省「チーズの需給表」資料：農林水産省「チーズの需給表」
　注：令和２年度は速報値。
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年末年始の処理不可能乳の発生回避
に向けて、生産抑制や消費促進など
の取り組みを実施

　一般社団法人Jミルクは１０月２６、２７
日、令和３年度の年末年始需給に係るオンラ
イン説明会を開催した。ＣＯＶＩＤ－１９拡
大に伴い、昨年のような巣ごもり需要が見ら
れないなど牛乳などの飲用需要が低調に推移
し、学乳停止などにより生乳需給が大幅に緩
和する年末年始に処理不可能乳が発生する可
能性が高まっていることに対し、（１）年末
年始に生乳出荷量を一定程度抑制した酪農経
営体に対して一定額を助成（２）業界内で危

機的状況にあることを共有し、メディア・
SNSなどを通して不需要期の消費促進―の
二つの対策を打ち出した。
　処理不可能乳の発生は生乳生産基盤の弱体
化や食品廃棄と受け取られることによる業界
イメージの低下につながり、酪農・乳業の発
展に大きな障害となりうる。このため、酪農・
乳業が連携して、生産抑制に取り組むととも
に、１２月中旬から新聞広告などにより消費
者に対し年末年始の期間の飲用乳を始めとし
た乳製品の消費促進に対する協力を訴えてい
る。

� （酪農乳業部　古角　太進）

図４　国産ナチュラルチーズ生産量（プロセス原料用を除く）およびチーズ輸出量の推移

資料：農林水産省「チーズの需給表」、財務省「貿易統計」
　注：令和２年度の生産量は速報値。

鶏　卵

１１月の鶏卵卸売価格は前月を下回るも月内は上昇傾向で推移
　令和３年１１月の鶏卵卸売価格（東京、Ｍ
玉基準値）は、１キログラム当たり２０７円
（前年同月比３６円高）と前年同月を上回っ
た（図１）。鶏卵卸売価格の動向を見ると、
本年は、昨冬の高病原性鳥インフルエンザの

発生により採卵鶏の殺処分羽数が多かったこ
となどから、３月以降、９カ月連続で前年同
月を上回って推移している。同価格は、気温
の上昇に伴い低下し、夏場の低需要期に底を
迎え、年末の需要期に向けて上昇する傾向が
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図４ 国産ナチュラルチーズ生産量（プロセス原料用を除く）およびチーズ輸

出量の推移

資料：農林水産省「チーズの需給表」、財務省「貿易統計」
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あるが、本年は、例年とは異なる動向となっ
ている。過去４カ年の１１月の同価格を見る
といずれの年も前月の価格を上回っているも
のの、３年１１月は前月を６円下回った。し
かしながら、日ごとの価格の推移を見ると、
月初の同２０５円から１８日には同２１０円
へ上昇し、例年と同様に月内は上昇傾向で推
移した。

　供給面を見ると、１１月以降、高病原性鳥
インフルエンザの発生が複数県で確認されて
いるが、全般的には産卵に適した時期を迎え、
卵重が増加するなど生産は順調とみられる。
　需要面は、鍋物やおでんなどの季節需要の
増加、緊急事態宣言やまん延防止等重点措置
などの影響を受けていた外食需要の回復が期
待される。

図１　鶏卵卸売価格（東京、Ｍ玉）の推移
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図１ 鶏卵卸売価格（東京、Ｍ玉）の推移

（円/kg）

（月）
資料：ＪＡ全農たまご株式会社「相場情報」

注：消費税を含まない。

１１月

１ ～ １７日 ２０５円

１８ ～ ３０日 ２１０円

※休市日を含む

0
≈

資料：ＪＡ全農たまご株式会社「相場情報」
　注：消費税を含まない。

鶏卵小売価格、７カ月連続で前年同
月を上回る

　本年の鶏卵の価格動向を見ると、卸売価格
（東京、Ｍ玉基準値）が３月以降、前年同月
を上回って推移する中、小売価格（東京）も
５月以降、前年同月を上回って推移し、１１
月の小売価格（東京）は１パック当たり
２３４円（前年同月比９円高）となった（図
２）。なお、本年の各月の小売価格は、９月
以降、直近４カ年で最も高値で推移している。
また、それぞれの価格の前年同月比の推移を
見ると、卸売価格と比べて小売価格の変動は
緩やかなものとなっている（図３）。

　国産鶏卵の約５割が家計消費用として仕向
けられているが、小売価格が高い水準で推移
する中、１０月の鶏卵の家計消費量（全国１
人当たり）は、９４２グラム（同４. １％減）
と前年同月をやや下回った（総務省「家計調
査」）。令和３年の月ごとの家計消費量は、２
月以降、巣ごもり需要の拡大により消費量が
伸びた２年の水準を下回って推移している。
ただし、ＣＯＶＩＤ－１９発生前の過去５カ
年（平成２７年～令和元年）における１０月
の平均消費量（同９０２グラム）と比べると
４０グラム多く、引き続き高い水準となって
いる。
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� （畜産振興部　前田　絵梨）

図２　鶏卵小売価格（東京）の推移

図３　鶏卵の卸売価格（東京、Ｍ玉）および小売価格（東京）の前年同月比の推移

資料：総務省「小売物価統計調査」
注１：消費税を含む。
注２：平成２９年はLサイズの価格。
　　　�３０年以降はサイズ混合（卵重「ＭＳ５２ｇ～ＬＬ７６ｇ未満」、

「ＭＳ５２ｇ～Ｌ７０ｇ未満」または「Ｍ５８ｇ～Ｌ７０ｇ未満」）。

資料：ＪＡ全農たまご株式会社「相場情報」、総務省「小売物価統計調査」
注１：卸売価格は１kg当たりの価格で、消費税を含まない。
注２：小売価格は１パック当たりの価格で、消費税を含む。
注３：�小売価格はサイズ混合（卵重「ＭＳ５２ｇ～ＬＬ７６ｇ未満」、「ＭＳ５２ｇ～

Ｌ７０ｇ未満」または「Ｍ５８ｇ～Ｌ７０ｇ未満」）。
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図２ 鶏卵小売価格の推移
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資料：総務省「小売物価統計調査」

注１：消費税を含む。

注２：平成２９年はLサイズの価格。

３０年以降はサイズ混合（卵重「ＭＳ５２ｇ～ＬＬ７６ｇ未満」、「ＭＳ５２ｇ～Ｌ７０ｇ未満」または「Ｍ５８ｇ～Ｌ７０ｇ未満」）。
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図３ 鶏卵の卸売価格（東京、Ｍ玉）および小売価格（東京）の月ごとの前年同月比の推移
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資料：ＪＡ全農たまご株式会社「相場情報」、総務省「小売物価統計調査」

注１：卸売価格は１kg当たりの価格で、消費税を含まない。

注２：小売価格は１パック当たりの価格で、消費税を含む。

注３：小売価格はサイズ混合（卵重「ＭＳ５２ｇ～ＬＬ７６ｇ未満」、「ＭＳ５２ｇ～Ｌ７０ｇ未満」または「Ｍ５８ｇ～Ｌ７０ｇ未満」）。
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